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はじめに
　書物史の研究においては、個人の蔵書を調査し
て、書物の受容を検討するというアプローチが可
能である。たとえば 17 世紀英国の書物史を考察
するとき、17 世紀の蔵書家を取り上げ、その蔵
書を調査すると、時代の書物受容の実態の一側面
が明らかになる。個人の思考、思想を知る上でも
重要であるし、当時の時代思潮が繁栄される部分
もある。また、書物本体からは書物製作にかかわ
る事項、パラテクストに関連する事項が浮かび上
がる。現在でもよく知られ、豊富なコレクション
が残っている代表的な例としては、ジョン・カズ
ン（John Cosin, 1594-1672）とサミュエル・ピー
プス（Samuel Pepys, 1633-1703）を挙げることが
できる。ジョン・カズンは高教会派の聖職者とし
て知られ、北イングランドのダラム大学にライブ
ラリーが残されている。そこではカズンが学生時
代から蒐集した数千冊の貴重な書籍が、現在でも
閲覧できるように配架されている。カズンライブ
ラリーについては、シェイクスピアのファースト

フォリオが盗難に遭ったものの 10 年の時を経て
元の場所に戻ったというエピソードが有名であ
る。ファーストフォリオをはじめ、古典からルネ
サンスの貴重書籍を数多く含むコレクションは世
界有数のものである。一方のピープスは王政復古
期の官僚であり、1660 年代の日常を綴った日記
作家としてもよく知られる。彼が寄贈したケンブ
リッジ大学のピープスライブラリーも、カズンラ
イブラリー同様に訪れる者に対して開かれてい
る。ピープスは自身の蔵書に大いにこだわりを持
ち、書棚や書物の並べ方そして独特のバインディ
ングも大変興味深い。どちらの例も、その時代に
どのような書物蒐集が行われたか、どのような書
物文化があったのかなどを浮かび上がらせる豊か
な情報を備えた個人蔵書である。
　本論考では、聖職者で小説家のローレンス・ス
ターン（Laurence Sterne, 1713-1768）を例に、18
世紀の一個人蔵書を分析し、その傾向を考察した
い。スターンは晩年を北ヨークシャのコックス
ウォルドの牧師館で過ごした。シャンディホール
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と呼ばれるようになったその屋敷には彼が使用し
た書斎がある。そこに蔵書が残されていれば、カ
ズンやピープスの例と同じように、書物のタイト
ルだけではなく、バインディングなどの特徴を含
めて全体像を概観することができる。しかし残
念ながらスターンの蔵書は売却され、一か所に
とどまることはなかった。一方で、売却のため
カタログが作成されたことによって、スターン
の蔵書内容を知ることができるのも事実である。
そのカタログ作成を担当したのはヨーク市内の
書籍業者 Todd and Sotheranである。この論考で
は 1768 年に発行された “A Catalogue of a Curious 

and Valuable Collection of Books, Among Which Are 

Included the Entire Library of the Late Reverend 

and Learned Laurence Sterne” をもとに、スター
ンの蔵書内容と、それを作成した書籍業者の販売
戦略とも言える工夫を考察する。カタログから読
み取れる様々な情報を取り上げ、検討していくこ
とによって、新たな知見を得たい。1）

１．スターン蔵書オークションカタログにおける
Todd and Sotheran のねらい

　スターンは 1768 年に没したが、その後彼が所
有していた身の回りの物はすっかり売りに出さ
れ、かつ、彼の蔵書は販売用にカタログ化され
た。つまり、現在シャンディホール（スターンが
居住した牧師館）にある書籍は、スターンが書斎
にそのまま残したものではなくて、たとえばいっ
たんは売りに出されたものが再び買い戻されたも
のであるか、あるいはまったくスターンの蔵書で
はないものということになる。書斎自体は当時を
そのまま伝える独特の雰囲気を持つ一室なのであ
るが、カズンやピープスのライブラリーとの決定
的な違いはそこにある。しかしながら、これから
検討する販売用カタログによって、スターンが生
前所有していたと思われる書籍は明らかになる。
　英国では著名人などの蔵書は死後オークション
にかけられる例が頻繁にあり、現代においても珍
しいことではない。スターンの場合は、亡くなっ
た 1768 年 3 月から 5カ月後の 1768 年 8 月にオー
クションが行われている。オークションカタログ

を作成し蔵書の売却を扱ったのは北イングラン
ド、ヨーク市内の有名書店 Todd and Sotheranで
あった。この書籍商はヨーク市内、ストーンゲイ
トの業者であり、スターンの代表的作品『紳士ト
リストラム・シャンディの人生と意見』（Life and 

Opinions of Tristram Shandy, a Gentleman, 1759-67）
の第 1巻を出版したフランシス・ヒルドヤードが
経営した書店、The Bibleを彼の死後に引き継い
だ形で 1761 年に創業した。サザランと言えば、
現在もロンドンで商売を続ける有名店である。こ
の書店サザランは、まずローレンス・スターンの
蔵書オークションを行ったことが大きな業績の
一つとなったが、のちにヴィクトリア朝小説家
チャールズ・ディケンズの蔵書カタログも作成し
たことで知られる。
　スターンのオークションカタログのタイトル
ページを見ると、カタログに収められた本が故
ローレンス・スターンの全蔵書を含むものであ
ること、1768 年 8 月 25 日木曜日に販売を始め
ることが記されている。しかも、大変な廉価で
（“exceeding cheap”）販売すると断っている。また、
目玉となる数冊の書籍名も示されている。一方で、
Nicolas Barkerが書いているように、カタログ上
のすべてがスターンの蔵書であったのか疑問は
残る。Barkerは論考　“The Library Catalogue of 

Laurence Sterne” においてスターンの蔵書を含む
このカタログを概観した。Barkerは、スターン
が実際に所有していたと思われる書物はカタログ
内の No. 54 あるいは 55 から No. 2352 と述べてい
る。2）この論考においてはまずカタログのタイト
ルページに注目し、そこから得られる情報を取り
上げることとする。具体的には、タイトルページ
に収められた工夫を考察し、書籍商が全 2千点以
上のアイテムから特に厳選して紹介したごく一部
の本の内容を吟味することによって、そこに表れ
た書籍商の狙いを分析したい。
　カタログの表紙を図 1 に示す。タイトルは 

“A Catalogue of a Curious and Valuable Collection 

of Books, Among Which Are Included the Entire 

Library of the Late Reverend and Learned Laurence 

Sterne”となっており、「今は亡き学識豊かなロー
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レンス・スターン師の全蔵書を含む、素晴らしく
価値のある書物コレクションのカタログ」との意
味になる。さらにスターンについては「ヨーク大
聖堂参事会員」であり、『トリストラム・シャン
ディ』やその他機智とウィットに富んだ作品の著
者と紹介している。つぎに、ほとんどの書物の状
態が良好であること、また、バインディングが美
しいことが書かれている。つぎに、代表的な目玉
商品が紹介される。これについては後述する。そ
して、これらの書籍が 1768 年 8 月 25 日木曜日
から販売されることが示されている。販売場所
はヨークの書店 Todd and Sotheranである。Todd 

and Sotheran は書籍商 Francis Hildyardの後継で
あるということも併記されている。あえてこの事
実に触れた理由はいくつか推測でき、第一には
Hildyardの知名度が高かったことが挙げられる。
店はヨーク市内のストーンゲイトに位置するが、
聖書を店の目印に掲げた Hildyardの店は 1682 年
にオープンし、それ以来数多くの書籍を扱ってい
た。ヨークは北イングランドにおける書物文化の
中心地であり、そこで主要書籍商として活躍して
いた彼の店を引き継いだと示すことは、書籍業界
そして購読者層からの信頼を得ることに当然つな
がるもので、Todd and Sotheranとしてもそれが有利
に働くとのもくろみがあったであろう。
　表紙の下部においてはカタログの入手場所が示
されている。フリートストリートのホワイト、パ
ターノスターロウのジョンソンなど、ロンドンの
書店が数軒紹介され、つぎにロンドン以外の都市
ケンブリッジ、オックスフォード、エジンバラ等
の書店でも扱われていることが示される。もちろ
ん Todd and Sotheranでも扱っており、カタログ
は無料で配布された。イングランド全体、さらに
はスコットランドにもカタログの配布が行われた
のであるから、当時としては一大事業であったは
ずである。
　表紙に掲載された目玉商品について次に述べ
たい。カタログの中から書籍商自身が厳選して、
特に重要な書籍を紹介していることは言うまで
もない。フォリオ・クォート・オクテイヴォの 3
種の判による書物がサイズの大きな順にリスト

アップされている。まずはフォリオから概観しよ
う。第一に紹介されているのは 1474 年のWilliam 

Caxton英訳による Game (and Playe) of the Chesse

である。この書物は歴史上、英語で印刷された 2
番目の本であり、18 世紀当時でも間違いなく貴
重書として扱われていたであろう。3）原作はドミ
ニコ会修道士 Jacobus de Cessolis (c1250 - c1322)

による 1300 年頃の作品とされ、ラテン語による。
1474 年の翻訳であるこの本の初版は 1476 年にブ
ルージュで出版された。1484 年の第 2 版はロン
ドンで印刷され、木版画の挿絵も使われるように
なった。カタログ中の Game of Chessは現在英国
マンチェスター大学のジョン・ライランズ図書館が
所蔵する英国書物史上重要なインキュナブラである。
　続いて示されているのは Francis Drake4）の York

すなわち Eboracum: or the History and Antiquities 

of the City of York, from its Original to the Present 

Times.Together with the History of the Cathedral 

Church, and the Lives of the Archbishops of that See, 

from the first Introduction of Christianity（1736）で
ある。Drakeはエリザベス朝の Sir Francis Drake

とは血縁関係がないようであり、父親はヨーク
シャの国教会聖職者であった Francis Drakeであ
る。彼自身は好古学者として故郷ヨークシャの故
事と歴史をフォリオ判 800 頁の大作に整えた。サ
ブスクリプションによる出版で、540 人ほどの予
約購読者を得た。その多くが聖職者であり、カン
タベリー大司教やロンドンの司教も含まれてい
た。当時のヨーク大司教 Lancelot Blackburneは
この書物の出版に好意的ではなかったため、著者
による再三の依頼にもかかわらずサブスクリプ
ションに応じなかったという。したがって購読者
一覧に彼の名前はない。そこにはスターンの名
前もないが、 “Richard Sterne, Esq.” というエント
リーをみつけることができる。これは推測の域を
出ないが、スターンの叔父（父の兄）リチャード
の可能性がある。ただし Richard Sterneが購入し
た本には大型判を示す星印がついていないため、
カタログの表紙で紹介されているもの（“Large 

Paper”）とは一致しない。だがカタログ内部を見
てみると、そこでは同じ本が 2部続けて紹介され
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ている。初めの 1 部はおそらくカタログ表紙の
物であり、フォリオ大判で大変稀少（exceeding 

scarce）であるとされる。つぎに紹介されるもの
は大判とは書かれないものの装丁の美しさが強調
されている。ロシア皮で製本され、ページの端は
ギルトトップ（金の縁）加工が施されている。さ
らに Duncansonという（おそらくヨーク市内の
製本職人の）名前を出して、価値を知る人の注目
を集めるよう意図されている。5）

　間違いなく言えることは、カタログ取扱業者の
Todd and Sotheranはヨークシャの地誌を主に扱っ
ていたため、Eboracumには大いに興味を持って
いたはずである。また、ヨークシャに住む牧師で
あったスターンが地誌を書斎に置いたことは当然
と考えられる。さらに同じ本が複数置かれるの
は、牧師館の本は教区の信徒にとって閲覧あるい
は貸出が可能であったからだろう。17 世紀から
トポグラフィーは多くの英国民の関心事となって
いた。
　つぎに示されるのは John Guillimの A Display of 

Heraldryである。タイトルからもわかるようにこ
の書物は英国の紋章を主題とするもので、初版が
1610 年、市民革命を挟んで版を重ね、王政復古
後も継続して多くの読者を得た。王政復古期の日
記作者として有名な Samuel Pepysも、妻の希望
でこの本を購入したことを記録している。18 世
紀になると 1724 年に第 6版が世に出された。カ
タログ表紙では “best edition”との説明がついて
いるがそれ以上の詳細はわからない。ただし、カ
タログの中を見ると、そこには Heraldryが 2 冊
紹介されていて、うち 1冊は第 5版（最新版の前
の版）であることが示され、もう 1冊が最新の第
6版（1724 年）で “best edition” との説明がつき、
つまり表紙で紹介されているものである。価格も
第 6版のほうが第 5版よりも高く、装丁も凝って
いるものと見受けられ、稀少（scarce）と書かれ
ている。表紙で紹介するに値するものと判断され
たのであろう。
　続いて Chambersによる事典（1738）全 2 巻が
紹介される。これは Ephraim Chambersが編纂し
た世界最初の百科事典と言われるもので、初版が

1728 年、増補改訂されたこの第 2 版が 1738 年、
その後 1739 年に第 3版、41 年に第 4版、43 年に
第 5 版が出された。18 世紀の英国社会で大いに
人気を博した書籍である。
　つぎは John Lockeの作品集全 3 巻（1727）が
挙げられる。Lockeは 17 世紀の哲学者であるが、
18 世紀英仏の啓蒙主義に多大な影響を与えてい
る。1714 年に初版が出され、1727 年出版のこの
セットは第 3版に当たる。
　つぎに名を連ねるのは William Stukeley（1687
−1765）の Itinerary である。この本は好古学
研究の領域に入るもので、正式なタイトルは
Itinerarium curiosum. Or, an account of the antiquitys 

and remarkable curiositys in nature or art, observ’d in 

travels thro’ Great Brittan で あ る。Stukeley は 17
世紀に盛んに行われた好古学研究を継続する形で
ローマ時代のブリテン島の歴史あるいはケルトの
文化を辿り、精力的に研究発表を行った人物であ
る。当時の好古学者が中世あるいはゴシックに関
心をシフトさせていたのに対し、Stukeleyはそれ
以前の時代に目を向けていた。100 以上の挿絵を
含むこの書物はストーンヘンジをはじめとする遺
跡の現地調査を基にしたものである。版は 1724
年のものだけとなることから、一般に関心を集め
た書籍とは考えにくい。装丁についてはカタログ
内部で説明が付加されていて、ロシア皮が使われ
ギルトトップであること、大変稀少であることが
わかる。注によれば初めの 2枚が汚れているとの
ことだが、価格は示されていない。
　つぎは Paul de Rapin de Thoyras（1661 − 1725）
の History of England全 5 巻である。全 5 巻とは
言っても、Rapinのオリジナルに Nicholas Tindal

（1687 − 1774）による続編が加わったものであ
る。Tindalが翻訳したこの歴史書は、当初オク
テーヴォ判で 1725 年から 31 年にかけて全 15 冊
が出版された。この書物は英国の教会と国家の歴
史を扱うものであり、当時大変な人気を博し、何
度も版を重ねた。カタログに示されている「1732
年その他」という年号から推測すると Rapinによ
るセカンドエディション全 2巻（1732 年～ 1733
年出版）で、それに Tindalが執筆した続編（第 3
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巻第 4巻と位置付けられている）及び付録または
要約が第 5巻として添えられたのであろう。
　このあとには William Borlase（1696−1772）の
Cornwallが続く。 “2 vols”と書かれているが、
これは Observations on the antiquities historical and 

monumental, of the county of Cornwall （1754）と The 

Natural History of Cornwall（1758）を 2 冊セットに
したものと推測される。タイトルが示すように
この書物も好古学書であり、コーンウォール州
の地誌を扱うものである。これと同じようにあ
る地方地誌を扱うものが続いて紹介されていて、
William DugdaleのWarwickshire、Robert Plot（1640
−1696） の Oxfordshireはともに 17 世紀の好古学
研究書の古典である。いずれの版であるかはカタ
ログ内に示されており、Dugdale のWarwickshire

は 1766 年版、Plotの Oxfordshireは 1677 年の初
版となっている。
　Dugdaleはエリザベス朝の William Camdenの
流れを汲む近世英国を代表する好古学者であり、
Warwickshireは初版が 1656 年、第 2 版の増補版
は 2巻本となって 1730 年に出版されている。と
もにロンドンの書籍業が取り扱いを行った。そし
てカタログに掲載された 1766 年のものは 1656 年
の初版本を忠実に復刻したものである。初版と増
補版の出版地がロンドンであったのに対し、こ
の版はコヴェントリ（ウォリックシャ）の書籍
商 John Jonesによるものであった。一方の Plot

の Oxfordshireは 1705 年に第 2版となる増補版が
出版されているが、カタログに掲載されたもの
は 1677 年の初版本である。これら一連の書籍は、
トポグラフィーのジャンルに属する作品群となっ
ている。
　つぎに植物の歴史を扱う The herball or Generall 

historie of plantesが紹介される。この本は John 

Gerard（c.1545−1612）が執筆した 1597 年の初版
本に、Thomas Johnsonが手を加えて 1633 年に出
版し当時大人気を博した書籍である。タイトルか
ら推測するところでは科学の分野を扱う書物のよ
うであるが、実際には英国の地方に固有の珍しい
植物を紹介するなどし、好古学的価値をも孕む作
品となっている。

　その他紹介されるフォリオは 2冊の歴史書であ
り、17 世紀に出版されたフランス史とスペイン
史である。Mezerayの History of Franceは 1683 年
John Bulteelによって翻訳され出版された。4 世
紀頃から 17 世紀初頭までの歴史を扱っている。
一方のMarianaによるスペイン史は 1699 年に出
版された John Stevensによる英訳である。2種の
多言語書籍（宗教書、聖書）、そしてフランス語
の宗教関連書籍である。
　このうち、多言語書籍について言及したい。こ
こに掲載された Biblia Polyglotta（1657）は全 6 巻
の大作である。聖職者 Brian Walton（1600-61）によ
る多言語聖書である。9言語（ヘブライ語、カル
デア語、サマリア語、シリア語、アラビア語、ペ
ルシャ語、エチオピア語、ギリシャ語、ラテン
語）が用いられている。同じ書物に複数の言語の
活字（タイプ）が使用された初期の貴重な例であ
る。同時に紹介されている Edmund Castell（1606-
85）による Lexicon Heptaglotton（1669）は 2 巻本で
あるが、カタログ中では Biblia Polyglottaとセッ
ト販売されている。これには理由があり、Castell

は Polyglotta作成時に Waltonの補助をしており、
この Lexiconは Polyglottaが扱う 9 言語のうちギ
リシャ語とラテン語を除く 7言語の「辞書」であっ
たからである。壮大な計画の下に作成された書物
であったものの、需要は少なく結果的には著者の
生活を脅かすものとなってしまった。出版後、約
一世紀を経てカタログに登場したこれらの書物は
セットで 5ポンド 5シリングの値が付けられてい
る。しかし書物史上、大きな意義を持つ書物であ
ることは確かである。
　表紙で紹介される書物は判ごとに示されている
が、フォリオのつぎにはクォート判が 9種、リス
トアップされている。クォート判はフォリオより
も一回り小さく、価格も内容も比較的身近なもの
となる傾向がある。表紙で紹介されるものは中で
も目玉と思われる書物に限定されるが、たとえ
ば Francois Rabelaisの作品集全 3 巻は 1741 年に
アムステルダムで出版されたもので、複数の美し
い版画を含む。批評家の Jacob le Duchatによるエ
ディションである。ラブレーはスターンが好んだ
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作家のひとりであり、大いに影響を受けた作家で
もある。とは言え、フランス語の書物がクォート
判の目玉として紹介されているのは書物自体の価
値によるものと推測される。Bernard Picartの版
画は、書籍商 Jean Frederick Bernardとの協働に
より卓越した出版物となって 18 世紀ヨーロッパ
で大いに注目を集めていた。カタログの表紙を飾
るにふさわしい話題の書籍であったと考えること
ができる。クォート判で紹介されている 9冊のう
ち、英語以外の書物はこれのみである。
　オクテーヴォ判からは 6種がリストアップされ
ている。オクテーヴォ判は当然のことながら大型

本に比較して価格が安い傾向がある。入手しやす
い価格帯の判であるし、そもそもの蔵書における
冊数も多いことが推測される。しかし目玉となる
フォリオ、あるいはクォートに比べて紹介される
冊数は少ない。フォリオは当然稀少価値において
勝るものが多いのであるが、あえてここで示され
たオクテーヴォにはそれなりの理由があって然る
べきである。
　カタログ表紙に特に示された書籍は、当時の読
者層にアピールする要素すなわち稀少価値あるい
は人気の高さをを反映するものと考えることがで
きる。

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1
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２．書籍商によるブックリストの考察
　本カタログに掲載された書籍は、まずは判
（フォーマット）別に、そして言語別に分類され
ている。各アイテムは 2505 番までナンバリング
されている。言語別で言うと、英語の書物が 6割
弱を占め、その他は英語以外の言語（おもにフラ
ンス語、イタリア語、ラテン語）による。英語の
書物の内訳は判で分類すれば冊数の多い順にオク
テーヴォ、ドゥオデシモ、フォリオ、クォートと
なっている。6）これらスターンの蔵書を含む書籍
群がオークション対象の本である。
　一方、このカタログの中にはオークション対象
外の本も 2種のリストになって紹介されている。
それらは書籍商 Todd and Sotheranが独自に取り
扱う書物のリストである。このようなブックリス
トは 17 世紀半ばから出現するようになった新刊・
既刊本の広告である。紙が貴重であった時代、余
白を有効利用するという発想もあって当然だった
ろうが、この種のリストは巻末のブランクページ
を使って表れているのを多く目にする。7）このカ
タログの場合にはTodd and Sotheranの2種のブッ
クリストがある。まずは表紙の裏側のページにあ
るインデックスの下の余白部分を使ったもので、
9種の書物が紹介されている。もう一つのリスト
はカタログ最後のページの余白を使って示されて
いる。12 冊の本の紹介となっている。これらの
短いブックリストからは Todd and Sotheranのさ
らなるビジネス機略をうかがい知ることができよ
う。それぞれを分析する。
　まず、初めのリストであるが、 “New Books 

printed for and sold by J. Todd and Sotheran, in 

Stonegate, York.”と断ったうえで新刊の 9種が示
してある。今回のオークション対象の書籍ではな
いことが当然わかるようになっている。そこで
第一に紹介されるのは A Description and History of 

the Cathedral City of Yorkで、地誌の類である。こ
れはヨーク市の歴史を扱う挿絵入り本であり、実
際のところ、この本はカタログ表紙で目玉商品と
して紹介されている Drakeによる Yorkの最初の
簡約版（abridgement）である。初版は 1768 年で
ある。価格は 3 シリングで比較的高価であるの

は、大型地図を含む銅版画の挿絵によるものと考
えられる。また、地域の故事歴史についての書物
を扱うのは主要書籍商として当然の業務であっ
た。この簡約版は 2 巻本の第 1 巻であり、第 2
巻は 1770 年に出版された。Francis Drakeによる
Eboracumは、そもそも Todd and Sotheranの前の
代の Hildyardがフォリオで出版している。それ
が当時新たな需要があったためにこの小さな簡約
版がドゥオデシモで出版されたとのことである。
それは旅行者によるポケットサイズの案内書とし
ての需要であった。ヨーク大聖堂は北ヨーロッパ
最大のゴシック建築と言われ、18 世紀半ばには
国内からますます多くの観光客が訪れるように
なっていたからである。
　2点目もまたドゥオデシモで、もともと学生向
きに書かれた概論的な英国の歴史書である。著者
の John Holmesは、1737 年に英語とラテン語で
この書物を出版した。彼自身は教師であり、他に
も数点のテキストを執筆しているのだが、彼によ
るラテン語やギリシャ語の教科書は 18 世紀の英
国で版を重ね、大いに使用されたものである。そ
れらはおもに著者の地元のノーフォーク、そして
ロンドンで出版されていたが、この歴史テキスト
に関しては Todd and Sotheranが販売に関わって
いる。地理的にも Todd and Sotheranはヨーク市
内の中心にあったため、学校の教科書を精力的に
取り扱っていたとしてももちろん不思議ではない
のだが、特にこの歴史書に関しては、学生だけで
はなく一般の読者にも人気があり、紳士方に余興
の芝居としても使われたほどであったため、売り
上げを期待できる書物だったことは間違いない。
　つぎは Religio Laiciで、Stephen Tempestによ
るコンダクトブックである。判はドゥオデシモ、
価格は 1シリングであった。4番目もドゥオデシ
モ、内容は英語とスコットランド語の歌を扱う。
ドゥオデシモは小型本で、プレイヤーブックや
チャップブックなどがその典型である。プレイ
ヤーブックは祈祷書、手のひらに収まるサイズが
ちょうどふさわしいものである。チャップブック
は 17 世紀からある程度の流通を始めていたが 18
世紀にはさらに普及する。内容は子どものための



山梨国際研究　山梨県立大学国際政策学部紀要　No.9（2014）

− 44 −

読み物や、この例のような歌を集めたものなど、
豊富なバリエーションがあった。ドゥオデシモは
人々の生活に浸透した判の書物という特徴があ
る。
　つづく 5点目・6点目は宗教関連書である。著
者はFrancis Blackburneという国教会司祭で、ヨー
クシャのリッチモンド出身であった。著者にとっ
て Todd and Sotheranは地元の書店ということに
なる。彼の著作の大部分はロンドンで出版されて
いるが、ヨークの書籍商が扱った本も数点見受
けられる。先代の Hildyardもかつて Blackburne

の本の出版を手掛けている。ここに紹介される
Considerations on the present State of the Controversy 

…は、ESTCではロンドンで出版されたものし
かない。一方の Short Discourse on the Scripturesは
ヨークで出版されたオクテーヴォで、ESTCには
これ以外のエントリーはない。宗教論争に関わる
書物を著した Blackburneは、哲学者ジョン・ロッ
クの影響を受け、保守派とは相いれない思想を持
つ宗教者であった。それが直ちに書籍商の宗教的
思想と合致するものであると決めつけるのは拙速
である。書籍商はあくまでも幅広い購買者層を想
定し、ブックリストを作成することが可能だから
である。
　残りの 3点も宗教系書物である。ヨークシャの
国教会司祭 Daniel Watsonによる説教は、フィラ
デルフィアから教育者William Smithらが訪問し
た際のものである。続く著者不明の論争書は国教
会司祭 Thomas Broughtonの著書に関する考察で、
ローマカトリック教会への警告的文書である。最
後の例も反ローマカトリックの論争書であり、著
者は Philip Bendelowesとされる。
　さて、表紙裏のブックリストには上記のような
書物が宣伝されている。特記事項としては、Todd 

and Sotheranが地元の書籍商としてヨークシャに
関連する著者の作品を独自に出版、販売していた
ことがわかる。引き続きカタログ最後に掲載さ
れたブックリストを概観したい。こちらには 12
点の書物が判別に紹介されている。フォリオと
クォートのみであるから、比較的価格が高いもの
に限定される。内容はと言えば、まずフォリオで

はMillerによるGardener’s Dictionary第8版（1768）
がリストアップされる。ここで示される価格も 3
ポンド 3シリングと高価であるが、すでに第 8版
を数えるほどの人気を博した出版物である。多くの
銅版画によるイラストレーションが施された書籍で
18世紀を代表する植物図鑑と言える。8）次も似た類
のもので、The Complete Farmer すなわち農業事典
とも言うべき書物である。これは Society for the 

Encouragement of Arts, Manufactures, Commerce

（現在のロイヤルソサエティー）の会員が構成す
る Society of Gentlemenによる。農業に関連する
書物とは言え、価格から判断してこれらは科学に
興味を持つ貴族・ジェントルマン階級をターゲッ
トにしていると考えられる。続いては法律書であ
り、3 巻で 4 ポンド 14 シリング 6 ペンスという
高価なセットである。
　クォートについては著名な作家の主要作品が並
び、まずは Francis Baconの作品集、これは 5巻
セットで 5ポンド 5シリングという価格である。
つづいては John Lockeの作品集で 4巻、4ポンド
4シリングである。ともに高価であるし、金で縁
飾りが施されていることから、ジェントルマンの
書斎にふさわしい書籍であったことがうかがえ
る。Robert Whyttはエジンバラ出身の医学者で、
新たな論を展開し数々の著作を発表した。彼の没
後に息子が全集として発表したのがこのリストに
掲載されたものである。その他、最後に示される
Lord Herbert of Cherburyによる教育論は、著者
とされる Edward Herbertの没後 1 世紀以上を経
て初めてマニュスクリプトから印刷されたもので
ある。これらは Todd and Sotheranが販売のみ扱っ
た書物である。
　こちらのリストにおける 12 点は、当時話題に
なっていた書物の中から、おそらく高価なものを
選択してリストアップしたものであろう。法律書
が 2点含まれていることから、法曹界の読者を想
定していることも推測できる。また、詩、ギリシャ・
ローマ古典、数学など、当時比較的普及していた
だろうジャンルの本はここには掲載されていな
い。書籍商の嗜好が現れていると言えるだろう。
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まとめ
　スターンの蔵書についてはニコラス・バーカー
が発表した論文にその研究が見られて久しいので
あるが、ばらばらに売買されたライブラリーで
あるがゆえに全体像を把握するのは困難である。
ピープスやカズンのライブラリーのように、現在
でもまとまった形で閲覧できるようであれば状況
は異なっていたはずだ。書物愛好家であれば本の
装丁、バインディングに凝ったり、あるいは本を
並べる場所にこだわりを持ったりするものであ
る。だがしかし、いずれにせよスターンのライブ
ラリーをピープスやカズンのライブラリーと簡単
に比較することはできなかっただろう。それは、
スターンが牧師館に住んでいたからである。つま
り、牧師館には地域の信徒が訪れ、牧師の蔵書は
必ずしも個人のコレクションではなく、信徒のた
めのライブラリーでもあったはずだからだ。した
がって、蔵書の傾向がスターン個人の思想や嗜好
をすっかり反映するとは言えない。
　それでは、このカタログの価値をどこに見出す
ことができるだろうか。上述の事柄を念頭に置け
ば、スターンの蔵書の価値は、このカタログによっ
て、一個人の読書歴を裏付ける資料という存在か
ら、書籍商とそれを取り巻く同時代の社会の一側
面を映し出すものへと形を変えたと言える。なぜ
なら、ヨーク市の書籍商 Todd and Sotheranが故
ローレンス・スターンの蔵書をどのようにして販
売したか、どのように書物を分類してそしてどう
いった顧客層を念頭に置いてリストを作成したの
かなど、数多くの事実が明らかにされるからであ
る。
　ローレンス・スターンの蔵書全体を含む数千点
の書籍をオークションによって捌くという試みが
なされたとき、書籍商 Todd and Sotheran は多く
の客の興味を引く方法を考えたことであろう。書
物を言語別（英語・英語以外）に分類し、さらに
判（フォリオ・クォート・オクテーヴォ他）に分け、
価格をつけられるものには価格を記した。さらに
はカタログの表紙を最重視して厳選した情報を列
挙している。一方の書籍商によるブックリストは
17 世紀半ばから英国で始まった書籍の広告であ

るが、Todd and Sotheran が独自のブックリストを
挿入し、店で取り扱う書籍を広告していることに
よって、このオークションカタログの中で書籍商
の個性はますます明確に示されることになる。こ
のように、スターンの蔵書カタログは当時の社会
のいくつかの側面を映し出す歴史的資料とみなす
ことができる。
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註
１） 本論考は、2012 年 10 月 25 日「科研費による書物史国

際研究集会」（於：甲府市）において「18 世紀英国に
おける 17 世紀書物の受容 ～ローレンス・スターンの
蔵書を例に～」というタイトルで行った口頭発表をも
とに大幅な加筆を行ったものである。この集会には英
国ローレンス・スターン財団シャンディホール館長の
パトリック・ワイルドガスト氏を特別講師として招聘
した。また、ワイルドガスト氏からはスターンのライ
ブラリー研究に関して貴重な助言・資料を提供してい
ただいた。

２）Nicolas Barker, “The Library Catalogue of Laurence 

Sterne,” The Shandean Vol 1, (The Laurence Sterne 

Trust), 9-24, November 1989 参照。
３）英語による最初の本はWilliam Caxton によってブルー

ジュで印刷された History of Troy（1473/74）である。
４）Drake についてはつぎの記事から情報を得てい

る。C. Bernard L. Barr, ‘Drake, Francis (bap. 1696, d. 

1771)’, Oxford Dictionary of National Biography, Oxford 

University Press, 2004 [http://www.oxforddnb.com/view/

article/8023, accessed 10 Sept 2013]
５） Duncanson という名前は、ヨーク市内のブックバイ

ンダーとして 19 世紀の資料に記録が残っている。
Catherine Duncanson および George Duncanson（1801 
年および 1823 年版 “Baine’s Directory of the County 

of York”より）である。一族であるのかは不明だが、
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それぞれが構えた店は地理的に接近しており、関係
が深いと考えても差し支えないだろう。18 世紀の
Catherine 以前の Duncanson については調査を継続し
ている。

６）その他に「アペンディクス」としてカタログの後ろに
付録的に 153 冊の書籍が追加されている。それはほと
んどが英語のものに限られていて、フォリオが 16 冊、
クォートが 12 冊、オクテーヴォが 60 冊、ドゥオデシ
モが 75 冊あり、当初のカタログと付録的なアペンディ
クスに追加された書物を総計して、全 2505 冊となる。

７）ブックリストは巻末にあることが多いが、この例と同
じくタイトルページの裏であったり、巻の区切りの部
分に見受けることもある。

８）Todd and Sotheran は販売のみ手がけていた可能性が高
い。




